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SRv6 MUP: SID Format (GTP4/6.E)
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SRv6 MUP: Packet forwarding for Downlink
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SRv6 PE SRv6 DN

GTP4/6.E

SRv6 PE
H.Encap

IPv6 SRH Inner IPOuter IP UDP GTP Inner IP

▪ UE毎にユニークなTEIDが割り当てられる。
▪ UE毎にIngress PEが管理するPrefix SIDが異なる。
▪ UEが増えると、PEが管理するPrefix SIDが増える。



SRv6 MUP: ハードウェア構成

▪ Prefix table: L3 routing table
▪ Tunnel Table: SRv6 encap info (SID, Source, etc)
▪ Underlay Table: Layer2 nexthop info
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SRv6 MUP: Many UE devices…. 

▪ UE毎にユニークなSIDが割り当てられる。
▪ Tunnel EntryにてSRv6 Ecapに必要な情報(SID, Source 

addressなど)を持つ。
▪ UEが増えると、、、、

▪ SIDが増える。
▪ Tunnel Entryが増える。

▪ Tunnel Tableは内部TCAMで保持（スケール限定的）
▪ Prefix Tableは外部TCAMで保持（スケール可能）
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SRv6 MUP: Many UE devices…. 

▪ Tunnel Table（内部TCAM）
▪ GTP4/6.Eの共通部分(Locator)のみを保持

▪ Prefix Table（外部TCAM）
▪ L3 Routing entry(UE経路)を保持し、GTP4/6.Eの非共
通部分(UE毎にユニーク部分)を保持

▪ GTP4.E => 72 bit
▪ GTP6.E => 40 bit
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SRv6 MUP: モジュール構成
▪ 誰がLocator(共通部分)とUE部分(非共通部分)を管理するか？

▪ Option1)
▪ ハードウェアに近い人が管理する(DPAL)。
▪ BGP/RIB/FIBはスケール環境、非スケール環境で共通にで
きる。

▪ DPALでの管理は複雑。。。
▪ SIDは、Tunnel情報として登録される。DPALで共通
部分だけでtunnelを生成することはできるが、その時
UE経路がない場合もあり(Tunnel生成後にUE経路を
生成する必要あるため)、UE部分をどうやって経路と
結びつけるか。。。

▪ UE経路が特定のTunnelを示すindexを持ち、
BGP/RIB/FIBでのTunnel Indexが膨大になる(UE毎に
異なるTunnel)。

▪ RIB/FIB/BGPとDPALでは、異なるTunnel生成スキー
ムとなり、装置全体に対して一貫性がなく、デバッグ
が難しくなる。
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SRv6 MUP: モジュール構成

▪ 誰がLocator(共通部分)とUE部分(非共通部分)を管理する
か？

▪ Option2)
▪ コントロールプレイン(BGP/RIB/FIB)もハードウェアの構
成を意識する。

▪ BGP/RIB/FIBもハードウェアの構成によって、Tunnelの生
成、UE経路の生成を変える。

▪ BGP/RIB/FIB/DPALが共通のTunnel生成スキームを使用す
るため、デバッグが容易

▪ BGP/RIB/FIBも共通部分でのみTunnelを生成し、UE部分
は経路の属性として渡すため、DPALでの処理が容易。

▪ BGP/RIB/FIBが生成するTunnelを指す、indexが少なくて
済み、同じindexをBGP/RIB/FIB/DPALが使用できる。
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SRv6 MUP: どちらがいい？

▪ コントロールプレインは、Platform Independentであるべき？
▪ 装置毎にコントロールプレインが動作を変える必要はない。

▪ エンジニア観点からは理想的だし、望ましい。

▪ ただ、実装の観点からは、

▪ DPALが複雑化する
▪ Tunnel生成スキームがモジュール単位で異なる。
▪ Tunnel管理の複雑化
▪ メモリの使用用増加

▪ デバッガビリティの複雑化

▪ etc…

▪ あまり拘らず、コントロールプレインがデータプレインを助けてもいい
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SRv6 MUP: 今後の課題

▪ Platform independentは、大切だけど、、、
▪ 状況に応じて、Platformに合わせたコントロールプレインのデザインに
することは必要。

▪ コントロールプレイン、データプレインのデザイン・実装
▪ 両方の知識や経験がないと、大変になることも多い。

▪ 運用者、SW開発者、HW開発者が開発当初から密な連携が必要
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